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　近年，非結核性抗酸菌症例の検出率と診
断症例の上昇が顕著で，呼吸器感染症の中
でも注目されている疾患である．しかしな
がら，わが国での疫学・診断方法・治療開
始の時期などについては不明な点も多い．
　今回，医学書院から『症例で学ぶ肺非結核
性抗酸菌症』が上梓された．本書の構成は大
きく総論と各論に分かれ，総論では最新の
わが国の疫学情報，臨床的および細菌学的
基準の意義，菌種ごとの使用治療薬の相違
点と使用上の注意点，2020年に公表された
米国胸部疾患学会/欧州呼吸器学会/欧州臨床
微生物感染症学会/米国感染症学会（ATS/
ERS/ESCMID/IDSA）ガイドラインの臨床的
疑問に対する推奨とその解説をして，具体
的な症例の診断・治療のイメージが湧くよ
うに配慮がなされている．
　各論では日常診療で遭遇する具体的な症
例を呈示し，対話形式で大変わかりやすく
個々の症例を紐解いている．会話の中で特
に読者に伝えたいメッセージについては太
字で強調して非専門医にも理解が深まる構
成になっている．また，症例のまとめの後
にこれまでに明確になっているエビデンス
を項目別にまとめ，最後にはエキスパート
オピニオンとして箇条書きで各症例のポイ
ントを絡めて記載されており，肺非結核性
抗酸菌症診療のクリニカル・パールがここ
に散りばめられていると言っても過言では
ない．エビデンスにも日本の保険適用に関
する情報がしっかり盛り込まれ，結節・気
管支拡張型での隔日投与の可能性などにも
触れられており，より適切な治療を意識し
ていることも読み取れる．
　さらにわが国で近年増加傾向にあるMy-

cobacterium abscessus complex（MABC）に
ついて，診断のみならず内科的・外科的な
治療についても詳細に記述され，苦手意識
のある読者の悩み・疑問に十分に答える内
容になっている．
　また，代表的な合併症も個別に丁寧に記
載され，疾患そのものの合併症としてのア
スペルギルス症の予後不良因子と治療の優
先順位もエビデンスをきちんと示して解説
されている．そして M. avium complex
（MAC）症の重要な合併症である気胸と喀血
について予測因子，遭遇した際の管理と治
療の実際についても豊富な参考文献に裏付
けされた推奨が記載されていて，現場で
しっかり活用できるようになっている．最
後のほうの症例では背景疾患の捉え方につ
いて現場の先生方が知りたい内容にしっか
りと触れられている．
　以上のように本書の概要について述べて
きたが，若い先生方には各症例呈示の中の
現病歴に注目してもらいたい．病歴で必要
な情報が漏れなく簡潔に述べられており，
内科疾患の病歴聴取の参考にして欲しいと
思う．また，複数の医師による対話形式で
のテーマ別の解説は臨場感に溢れ，読者も
一緒に個々の症例の担当医の気持ちになっ
て読んでいける構成である．エビデンスと
エキスパートオピニオンを読み込むことで
肺非結核性抗酸菌症への親近感が湧き，実
際の診断・治療への自信が持てると思われ
る．この1冊を手にすることで肺非結核性抗
酸菌症の全てを理解し，より適切な診断と
治療が全国の先生方の各施設・地域で展開
されることを願います．
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